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きるセルを製作した。 このセルを用いSi(CH，).のi液相.C (CH，)， NO.とC(CH， )，COOHの柔粘





基の軸性回転の活性化エンタルピーがその大きさの目安となった。その結果， Ge， Sn， Pb化合物につ
いては柔粘性結晶が形成されない。一方，後者の場合は，分子間の双極子相互作用が重要であり，分
子の双極子モーメントの値(~1.2X 10-29C cm)が形成可否の境界となることも明らかになった O また，
また， C (CH3 )3N02とC(CH3)3 COOHの相図を作成した。 C(CH3)3 N02の柔粘性結晶について
は，分子回転と自己拡散が分離でき，各運動についての活性化パラメータ-&-Ir*=1.13X10-2P(MPa) 
+5. 74KJ mol-1 (90-150MPa)， .:1V :=6.88:I O. 58 cm3 mol-1 (276-288K)， L1Ht*=1.15 X 10-1 P 
(MPa) +31. 5KJ mol-1 (0 -90MPa)， L1V t~主=1.55 X10-1T (K) -2. 3cm3 mol-1 (290-320K)を得
たo L1V t*の解析から複雑な点欠陥機構によって自己拡散が起っていることがわかった。 C(CH3)3 
COOHについては，分子回転についての活性化パラメーター&-1詐=7. 18X10-2 P (MPa) +34. 4kJ 




長谷部亨君の論文は，柔粘性結晶として知られているSi(CH3)4， C(CH3)3 NOz， C(CH3)3 COOH 
およびよく似た分子構造をもっ Sn(CH3)4についてプロトンのスピン格子緩和時間を液相，固相の
温度領域にわたって，温度および圧力の関数として測定し これら凝相における回転，自己拡散など




N02においては拡散は点欠陥機構によって起っていることが明らかとなった。 (CH3)3 C COOHにお
いては単純な拡散ではなく 2量体として点欠陥機構に従う拡散が観測された O
これらの結果は，柔粘性結晶と液体状態との類似点・相異点、に関する重要な情報を与えるものであ
り，同君の研究は理学博士の学位論文として十分の価値があるものと認める O
? ???
